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文
学
講
座 

漢
文
古
典 

人
に
学
ぶ 

２ 

～
史
伝
の
魅
力
～ 

【
全
４
回
】 

第
一
回 
『
史
記
』 ─

 

司
馬
遷  

「
人
」
を
描
い
た
歴
史
書   

令
和
六
年
六
月
六
日 

於 

白
根
記
念
渋
谷
区
郷
土
博
物
館       

國
學
院
大
學
文
学
部
兼
任
講
師  

木
村

き

む

ら

剛 た
か

大 ひ
ろ 

 

本
資
料
の
構
成 

一
、
司
馬
遷
に
つ
い
て 

 
二
、
『
史
記
』
解
題 

 

三
、
游
侠
列
伝 

 

四
、
ま
と
め
に
か
え
て 

 

余
は
少
時
好
ん
で
漢
籍
を
学
び
た
り
。
こ
れ
を
学
ぶ
事
短
か
き
に
も
か
か
は
ら
ず
、
文
学
は
か
く
の
如
き
者
な
り

と
の
定
義
を
漠
然
と
冥
々

め
い
め
い

裏 り

に
左
国
史
漢
よ
り
得
た
り
。 

『
文
学
論
』
序
文 

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
） 

 

一
、
司
馬
遷
に
つ
い
て 

司
馬
遷

し

ば

せ

ん 

の
生
没
年
・
出
生
地
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
生
年
を
紀
元
前
一
三
五
年
と
す
る
説(

『
史
記
索
隠

し

き

さ

く

い
ん

』

唐
・
司
馬
貞)

や
、
紀
元
前
一
四
五
年
と
す
る
説(

『
史
記

し

き

正
義

せ

い
ぎ

』
唐
・
張
守
節)

な
ど
が
あ
る
。
清
朝
の
学
者
は
多
く
、紀
元

前
一
四
五
年
説
を
採
っ
て
い
る
。
生
地
に
つ
い
て
も
山 さ

ん

西
省

せ
い
し
ょ
う

と
す
る
説
や
陝 せ

ん

西
省

せ
い
し
ょ
う

と
す
る
説
が
あ
る
が
、
今
、
王
国
維

お
う

こ
く

い(

清

朝
の
学
者
。一
八
七
七
～
一
九
二
七)

の
説
に
従
い
、陝
西
省
と
し
て
お
く
。 

 

◎
父
・司
馬
談
の
遺
言 

司
馬
遷
は
父
・
司
馬
談

し

ば

だ

ん

に
従
い
長
安
に
暮
ら
し
、
幼
い
時
か
ら
読
書
を
重
ね
た
。
二
十
歳
に
な
る
と
、
南
方
の
江
水
か
ら

各
地
を
遊
歴
し
、
黄
河
流
域
の
地
ま
で
を
巡
る
大
旅
行
に
出
た
。
こ
の
と
き
に
旧
跡
を
探
訪
し
、
土
地
の
風
俗
を
考
察
し
、

各
地
の
伝
説
・
伝
承
を
採
集
し
た
と
さ
れ
る
。
長
安
に
戻
り
、
二
十
二
歳
の
と
き
に
初
め
て
出
仕
し
、
郎
中

ろ
う
ち
ゅ
う

と
な
っ
た
。
そ

の
後
、西
や
南
に
出
征
し
、帰
朝
し
て
復
命
し
た
。 

司
馬
遷
が
三
十
六
歳
の
時
、父
・司
馬
談
は
、
漢
の
武
帝
が
泰
山

た
い
ざ
ん

に
於
い
て
自
ら
神
を
祭
る
、
封 ほ

う

禅 ぜ
ん

と
い
う
天
子
自
ら
執

り
行
う
儀
式
に
付
き
従
う
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
。
史
官
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
留
め
置
か
れ
、
こ
の
儀
式
に
参
加
で
き

ぬ
無
念
さ
に
司
馬
談
は
憤
り
を
発
し
、今
ま
さ
に
死
の
間
際
に
あ
っ
た
。
司
馬
談
は
、息
子
の
司
馬
遷
に
次
の
よ
う
に
遺
言

し
た
。 

 

太
史
公
、遷
の
手
を
執
り
て
泣
い
て
曰
く
、「
余
の
先
は
周
室

し
ゅ
う
し
つ

の
太
史
な
り
。上
世
よ
り
嘗 か

つ

て
功
名
を
虞 ぐ

・
夏 か

に
顕 あ

ら

は
し
、

天
官
の
事
を
典

つ
か
さ

ど
る
。
後
世
、
中
ご
ろ
衰
へ
、
予
に
絶
え
ん
か
。
汝

な
ん
じ 

復
た
太
史
と
為 な

れ
ば
、
則
ち
吾
が
祖
を
続 つ

げ
。
今 

天
子
先
歳
の
統
を
接 つ

ぎ
、泰
山
を
封 ほ

う

ず
。而
れ
ど
も
余
、従
行
す
る
を
得
ず
。是
れ
命 め

い

な
る
か
な
、命 め

い

な
る
か
な
。余 

死



 2 / 10 

 

せ
ば
、
汝

な
ん
じ 

必
ず
太
史
と
為 な

れ
。太
史
と
為 な

ら
ば
、吾
が
論
著
せ
ん
と
欲
す
る
所
を
忘
る
る
無
か
れ
。・・・今
、漢 

興 お
こ

り
、

海
内

か
い
だ
い

一
統
し
、明
主
・賢
君
・忠
臣
・義
に
死
す
る
の
士
あ
り
。余 

太
史
と
為 な

り
て
論
載
せ
ず
ん
ば
、天
下
の
史
文
を
廃

せ
ん
。余 
甚
だ
焉 こ

れ

を
懼 お

そ

る
。
汝

な
ん
じ 

其
れ
念 お

も

へ
よ
や
。」
と
。遷 

首
こ
う
べ

を
俯 ふ

し
涕
を
流
し
て
曰
く
、「
小
子 

不
敏
な
れ
ど
も
、

請
ふ

悉
こ
と
ご
と

く
先
人
の
次 つ

い

づ
る
所
の
旧
聞
を
論
じ
て
、敢 あ

へ
て
闕 か

か
じ
。」
と
。                   

『
史
記
』
「
太
史
公
自
序
」 

    

太
史
公
（
司
馬
談
）
は
、息
子
・遷
の
手
を
執
り
涙
を
流
し
な
が
ら
言
っ
た
。「
我
が
祖
先
は
周
王
室
の
太
史
で
あ
っ

た
。
上
代
に
於
い
て
虞
・夏
の
治
世
に
功
名
を
顕
し
て
か
ら
、
天
官
の
職
を
司
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
後
世
は
道
半
ば

で
衰
微
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
私
で
こ
の
伝
統
も
絶
え
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
も
し
お
前
が
私
に
続
い
て
太
史
と
な
っ
た

な
ら
ば
、
我
が
祖
先
の
業
を
継
げ
。
今
、
天
子
は
千
年
の
皇
統
を
継
い
で
、
泰
山
で
の
儀
式
を
執
り
行
わ
れ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
私
は
随
行
す
る
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
。
こ
れ
も
運
命
だ
。
運
命
な
の
だ
。
私
が
死
ん
だ
ら
、
お
前
は

き
っ
と
太
史
と
な
れ
。太
史
と
な
っ
た
ら
、私
が
論
じ
著
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
る
な
。…
今
や
漢
王
朝

が
興
っ
て
、
天
下
は
統
一
さ
れ
、
明
主
・
賢
君
・
忠
臣
・
節
義
に
死
ん
だ
人
物
が
い
る
。
私
が
太
史
と
な
り
な
が
ら
も

論
じ
著
さ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
天
下
の
史
文
を
廃
絶
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
私
は
こ
の
こ
と
が
ひ
ど
く
心
配
だ
。

お
前
は
私
の
こ
の
思
い
を
心
に
留
め
て
お
い
て
ほ
し
い
。
」
と
。
司
馬
遷
は
頭
を
垂
れ
て
涙
を
流
し
て
言
っ
た
。
「
小

生
は
不
敏
な
者
で
す
が
、
祖
先
が
整
理
さ
れ
た
過
去
の
出
来
事
や
伝
聞
を
す
べ
て
論
じ
て
、
遺
漏
の
な
い
よ
う
に

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。」
と
。 

 父
・
司
馬
談
の
こ
の
遺
言
が
、
司
馬
遷
の
『
史
記
』
執
筆
の
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
こ
の

と
き
司
馬
遷
は
父
の
も
つ
「
史
」
、
史
官
と
し
て
の
誇
り
を
継
い
だ
の
で
あ
る
。
司
馬
遷
が
三
十
八
歳
に
な
っ
た
年
、彼
は
太

史
公
に
任
命
さ
れ
る
と
、父
の
遺
志
を
継
い
で
史
料
の
収
集
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
、武
帝
の
親
祭(

天
子
自
ら
執
り
行
う

祭
祀)

に
従
う
な
ど
し
て
、
四
十
二
歳
ご
ろ
に
は
『
史
記
』
の
執
筆
に
取
り
か
か
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
以
上
、父
・
司
馬
談
の
遺

言
は
、
次
掲
の
李 り

陵
り
ょ
う

の
禍
と
と
も
に
『
史
記
』
執
筆
を
支
え
る
重
大
な
契
機
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。 

 

◎
李
陵
の
禍  

発
憤
著
書
の
説 

漢
の
勇
将
李 り

陵
り
ょ
う

は
、
異
民
族
で
あ
る
匈

き
ょ
う

奴 ど

の
地
に
遠
征
し
た
が
、
奮
戦
む
な
し
く
相
手
方
に
降
っ
た
。
そ
の
後
、
武
帝

の
命
に
よ
り
李
陵
の
一
族
が
皆
殺
し
に
さ
れ
る
事
件
が
起
き
た
。
時
に
司
馬
遷
は
四
十
八
歳
で
あ
っ
た
。
こ
の
李
陵
の
事

件
の
直
前
、司
馬
遷
は
李
陵
の
人
格
や
行
動
を
か
ば
っ
た
と
し
て
断
罪
さ
れ
、
武
帝
の
怒
り
に
触
れ
た
。遂
に
司
馬
遷
は
宮

刑
に
処
せ
ら
れ
る
と
い
う
悲
劇
に
陥
っ
た
。 
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太
史
公
、李
陵
の
禍
に
遭 あ

ひ
、
縲
紲

る
い
せ
つ

に
幽
せ
ら
る
。
乃

す
な
わ

ち
喟 き

然 ぜ
ん

と
し
て
歎
じ
て
曰
く
、「
是
れ
余
の
罪
な
る
か
な
。
是
れ

余
の
罪
な
る
か
な
。身 

毀 や
ぶ

ら
れ
て
用
ひ
ら
れ
ず
。」
と
。退
き
て
深
く
惟 お

も

ひ
て
曰
く
、「
夫
れ
詩
書
の
隠
約
な
る
は
、其
の

志
の
思
ひ
を
遂
げ
ん
と
欲
す
れ
ば
な
り
。昔
、西
伯

せ
い
は
く

は
羑 ゆ

う

里 り

に
拘 と

ら

へ
ら
れ
て
周

し
ゅ
う

易 え
き

を
演
じ
、孔
子

こ

う

し

は
陳 ち

ん

・蔡 さ
い

に
戹 や

く

せ
ら
れ

て
春

秋

し
ゅ
ん
じ
ゅ
う

を
作
り
、屈 く

つ

原 げ
ん

は
放
逐
せ
ら
れ
て
離
騷

り

そ

う

を
著
し
、左 さ

丘
き
ゅ
う

は
明
を
失
ひ
て
厥 そ

れ
國 こ

く

語 ご

有
り
、孫
子

そ

ん

し

は
脚
を
臏 ひ

ん

せ

ら
れ
て
兵
法
を
論
じ
、不
韋

ふ

い

は
蜀

し
ょ
く

に
遷
さ
れ
て
世
に
呂
覧

り
ょ
ら
ん

を
伝
へ
、韓 か

ん

非 ぴ

は
秦 し

ん

に
囚 と

ら

へ
ら
れ
て
説
難

ぜ
い
な
ん

・孤
憤

こ

ふ

ん

あ
り
。詩
三

百
篇
は
、大
抵
、賢
聖
発
憤
し
て
為 た

め

に
作
る
所
な
り
。此 こ

れ
人
皆
意

こ
こ
ろ

に
鬱
結
す
る
所
有
り
て
、其
の
道
を
通
ず
る
を
得

ざ
る
な
り
。故
に
往
事
を
述
べ
て
、来
者
を
思
ふ
。」
と
。  

太
史
公
（
司
馬
遷
）
は
李
陵
を
弁
護
し
た
た
め
に
宮
刑
に
処
せ
ら
れ
る
と
い
う
禍
に
遭
い
、
獄
中
に
幽
閉
さ
れ
た
。

そ
こ
で
深
く
た
め
息
を
つ
い
て
嘆
い
て
言
っ
た
。
「
こ
れ
も
私
の
罪
な
の
だ
な
。
私
自
身
の
罪
な
の
だ
な
。
身
体
は
毀

損
さ
れ
て
世
に
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
」
と
。
（
出
獄
の
後
）
家
に
こ
も
っ
て
深
く
考
え
込
ん
で
言
っ
た
。

「
そ
も
そ
も
『
詩
経
』
や
『
書
経
』
の
表
現
が
深
遠
で
簡
約
な
の
は
、
作
者
の
思
い
を
わ
か
っ
て
も
ら
い
た
い
が
た
め

な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
昔
、
西
伯
（
周
の
文
王
）
は
羑
里
に
拘
束
さ
れ
て
『
周
易
』
を
敷
衍
し
、
孔
子
は
陳
・
蔡
の
間

で
危
難
に
遭
っ
て
『
春
秋
』
を
作
り
、
屈
原
は
追
放
さ
れ
て
「
離
騷
」
を
著
し
、左
丘
は
失
明
し
て
『
國
語
』
を
撰
し
、

孫
子
は
足
切
り
の
刑
に
処
せ
ら
れ
て
兵
法
書
を
論
述
し
、
呂
不
韋
は
蜀
に
流
さ
れ
て
後
世
に
『
呂
覧
』
（
呂
氏
春

秋
）
を
伝
え
、韓
非
は
秦
で
囚
わ
れ
の
身
と
な
っ
て
「
説
難
」
・「
孤
憤
」
を
撰
し
た
。
『
詩
経
』
の
三
百
篇
は
、概
ね
賢

人
や
聖
人
が
憤
懣
を
発
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
人
々
は
皆
心
中
に
鬱
屈
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

正
し
い
と
思
う
道
に
通
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
往
事
を
述
べ
て
、未
来
を
思
う
の
で
あ
る
。」
と
。 

 彼
が
五
十
歳
の
と
き
、
大
赦
に
あ
っ
て
出
獄
し
、
中
書
令

ち
ゅ
う
し
ょ
れ
い

と
な
っ
た
。
『
史
記
』
執
筆
は
い
よ
い
よ
進
み
、
五
十
五
歳
の
と

き
に
、全
百
三
十
巻
、五
十
二
萬
六
千
五
百
字
が
遂
に
完
成
し
た
。
彼
の
死
は
六
十
歳
の
と
き
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。 

 

二
、『
史
記
』
解
題 

◎
『
史
記
』
の
構
成 

『
史
記
』
は
初
め
『
太
史

た

い
し

公
書

こ
う
し
ょ

』
と
呼
ば
れ
、
魏 ぎ

・
晋 し

ん

の
こ
ろ
（
二
二
〇
ご
ろ
～
四
二
〇
ご
ろ
）
か
ら
『
史
記
』
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
本
紀

ほ

ん

ぎ

・
表
・
書
・
世
家

せ

い

か

・
列
伝
か
ら
な
る
。以
下
に
目
次
を
示
す
。 

十
二
本
紀   

帝
王
を
中
心
に
し
、上
は
黄
帝

こ
う
て
い

よ
り
下
は
漢
の
武
帝
ま
で
、二
千
五
百
余
年
の
事
柄
を
年
月
の
順
に
記
録
し
た 

卷
一  

五
帝
本
紀
第
一 

卷
二  

夏
本
紀
第
二 

卷
三  

殷
本
紀
第
三 

卷
四  

周
本
紀
第
四 

卷
五  

秦
本
紀
第
五 

卷
六  

秦
始
皇
本
紀
第
六 
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卷
七  

項
羽
本
紀
第
七 

卷
八  
高
祖
本
紀
第
八 

卷
九  

呂
后
本
紀
第
九 

卷
十  

孝
文
本
紀
第
十 

卷
十
一 

孝
景
本
紀
第
十
一 

卷
十
二 

孝
武
本
紀
第
十
二 

十
表 

 

時
代
別
の
年
表
・月
表 

卷
十
三  

三
代
世
表
第
一 

卷
十
四  

十
二
諸
侯
年
表
第
二 

卷
十
五  

六
国
年
表
第
三 

卷
十
六  

秦
楚
之
際
月
表
第
四 

卷
十
七  

漢
興
以
來
諸
侯
王
年
表
第
五 

卷
十
八  

高
祖
功
臣
侯
者
年
表
第
六 

卷
十
九  

惠
景
閒
侯
者
年
表
第
七 

卷
二
十  

建
元
以
來
侯
者
年
表
第
八 

卷
二
十
一  

建
元
以
來
王
子
侯
者
年
表
第
九 

卷
二
十
二  

漢
興
以
來
將
相
名
臣
年
表
第
十 

八
書    

文
化
史
・分
野
史
と
で
も
い
う
べ
き
も
の 

卷
二
十
三  

礼
書
第
一 

卷
二
十
四  

楽
書
第
二 

卷
二
十
五  

律
書
第
三 

卷
二
十
六  
暦
書
第
四 

卷
二
十
七  

天
官
書
第
五 

卷
二
十
八  

封
禅
書
第
六 

卷
二
十
九 

河
渠
書
第
七 

卷
三
十   

平
準
書
第
八 

三
十
世
家   

 

周
～
漢
の
諸
侯
・諸
王
の
主
要
な
も
の
に
つ
い
て
の
事
跡 

卷
三
十
一  

呉
太
伯
世
家
第
一 

卷
三
十
二  

斉
太
公
世
家
第
二 

卷
三
十
三  

魯
周
公
世
家
第
三 

卷
三
十
四  

燕
召
公
世
家
第
四 

卷
三
十
五  

管
蔡
世
家
第
五 

卷
三
十
六  

陳
杞
世
家
第
六 

卷
三
十
七  

衛
康
叔
世
家
第
七 

卷
三
十
八  

宋
微
子
世
家
第
八 

卷
三
十
九  

晋
世
家
第
九 

卷
四
十    

楚
世
家
第
十 

卷
四
十
一  

越
王
句
踐
世
家
第
十
一 

卷
四
十
二  

鄭
世
家
第
十
二 

卷
四
十
三  

趙
世
家
第
十
三 

卷
四
十
四  

魏
世
家
第
十
四 

卷
四
十
五  

韓
世
家
第
十
五 

卷
四
十
六  

田
敬
仲
完
世
家
第
十
六 

卷
四
十
七  

孔
子
世
家
第
十
七 

卷
四
十
八  

陳
渉
世
家
第
十
八 

卷
四
十
九  

外
戚
世
家
第
十
九 

卷
五
十    

楚
元
王
世
家
第
二
十 

卷
五
十
一  

荊
燕
世
家
第
二
十
一 

卷
五
十
二  

斉
悼
惠
王
世
家
第
二
十
二 

卷
五
十
三  

蕭
相
国
世
家
第
二
十
三 

卷
五
十
四  

曹
相
国
世
家
第
二
十
四 

卷
五
十
五  
留
侯
世
家
第
二
十
五 

卷
五
十
六  

陳
丞
相
世
家
第
二
十
六 

卷
五
十
七  

絳
侯
周
勃
世
家
第
二
十
七 

卷
五
十
八  

梁
孝
王
世
家
第
二
十
八 

卷
五
十
九  

五
宗
世
家
第
二
十
九 

卷
六
十    

三
王
世
家
第
三
十 

七
十
列
伝   

各
時
代
に
事
績
を
遺
し
た
人
物
の
伝
記
を
中
心
と
し
、当
時
知
ら
れ
て
い
た
周
辺
国
の
紹
介
も
含
む 

卷
六
十
一  

伯
夷
列
傳
第
一 

卷
六
十
二  

管
晏
列
傳
第
二 

卷
六
十
三  

老
子
韓
非
列
傳
第
三 

卷
六
十
四  

司
馬
穰
苴
列
傳
第
四 

卷
六
十
五  

孫
子
呉
起
列
傳
第
五 

卷
六
十
六  

伍
子
胥
列
傳
第
六 

卷
六
十
七  

仲
尼
弟
子
列
傳
第
七 

卷
六
十
八  

商
君
列
傳
第
八 

卷
六
十
九  

蘇
秦
列
傳
第
九 

卷
七
十    

張
儀
列
傳
第
十 

卷
七
十
一  

樗
里
子
甘
茂
列
傳
第
十
一 

卷
七
十
二  

穰
侯
列
傳
第
十
二 

卷
七
十
三  

白
起
王
翦
列
傳
第
十
三 

卷
七
十
四  

孟
子
荀
卿
列
傳
第
十
四 

卷
七
十
五  

孟
嘗
君
列
傳
第
十
五 

卷
七
十
六  

平
原
君
虞
卿
列
傳
第
十
六 

卷
七
十
七  

魏
公
子
列
傳
第
十
七 

卷
七
十
八  

春
申
君
列
傳
第
十
八 

卷
七
十
九  

范
睢
蔡
沢
列
傳
第
十
九 

卷
八
十    

楽
毅
列
傳
第
二
十 

卷
八
十
一  

廉
頗
藺
相
如
列
傳
第
二
十
一 

卷
八
十
二  

田
単
列
傳
第
二
十
二 

卷
八
十
三  

魯
仲
連
鄒
陽
列
傳
第
二
十
三 

卷
八
十
四  

屈
原
賈
生
列
傳
第
二
十
四 
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卷
八
十
五  

呂
不
韋
列
傳
第
二
十
五 

卷
八
十
六  

刺
客
列
傳
第
二
十
六 

卷
八
十
七  
李
斯
列
傳
第
二
十
七 

卷
八
十
八  

蒙
恬
列
傳
第
二
十
八 

卷
八
十
九  

張
耳
陳
余
列
傳
第
二
十
九 

卷
九
十    

魏
豹
彭
越
列
傳
第
三
十 

卷
九
十
一  

黥
布
列
傳
第
三
十
一 

卷
九
十
二  

淮
陰
侯
列
傳
第
三
十
二 

卷
九
十
三  

韓
信
盧
綰
列
傳
第
三
十
三 

卷
九
十
四  

田
儋
列
傳
第
三
十
四 

卷
九
十
五  

樊
酈
滕
灌
列
傳
第
三
十
五 

卷
九
十
六  

張
丞
相
列
傳
第
三
十
六 

卷
九
十
七  

酈
生
陸
賈
列
傳
第
三
十
七 

卷
九
十
八  

傅
靳
蒯
成
列
傳
第
三
十
八 

卷
九
十
九  

劉
敬
叔
孫
通
列
傳
第
三
十
九 

卷
一
百   

季
布
欒
布
列
傳
第
四
十 

卷
一
百
一   

袁
盎
鼂
錯
列
傳
第
四
十
一 

卷
一
百
二  

張
釈
之
馮
唐
列
傳
第
四
十
二 

卷
一
百
三  

万
石
張
叔
列
傳
第
四
十
三 

卷
一
百
四  

田
叔
列
傳
第
四
十
四 

卷
一
百
五  

扁
鵲
倉
公
列
傳
第
四
十
五 

卷
一
百
六  

呉
王
濞
列
傳
第
四
十
六 

卷
一
百
七  

魏
其
武
安
列
傳
第
四
十
七 

卷
一
百
八  

韓
長
孺
列
傳
第
四
十
八 

卷
一
百
九  

李
将
軍
列
傳
第
四
十
九 

卷
一
百
一
十  

匈
奴
列
傳
第
五
十 

卷
一
百
一
十
一  

衛
将
軍
驃
騎
列
傳
第
五
十
一 

卷
一
百
一
十
二  

平
津
侯
主
父
列
傳
第
五
十
二 

卷
一
百
一
十
三 

南
越
列
傳
第
五
十
三 

卷
一
百
一
十
四 

東
越
列
傳
第
五
十
四 

卷
一
百
一
十
五 

朝
鮮
列
傳
第
五
十
五 

卷
一
百
一
十
六
西
南
夷
列
傳
第
五
十
六 

卷
一
百
一
十
七  

司
馬
相
如
列
傳
第
五
十
七 

卷
一
百
一
十
八  

淮
南
衡
山
列
傳
第
五
十
八 

卷
一
百
一
十
九 

循
吏
列
傳
第
五
十
九 

卷
一
百
二
十  

汲
鄭
列
傳
第
六
十 

卷
一
百
二
十
一 

儒
林
列
傳
第
六
十
一 

卷
一
百
二
十
二 

酷
吏
列
傳
第
六
十
二 

卷
一
百
二
十
三 

大
宛
列
傳
第
六
十
三 

卷
一
百
二
十
四 

游
俠
列
傳
第
六
十
四 

卷
一
百
二
十
五 

佞
幸
列
傳
第
六
十
五 

卷
一
百
二
十
六 

滑
稽
列
傳
第
六
十
六 

卷
一
百
二
十
七 

日
者
列
傳
第
六
十
七 

卷
一
百
二
十
八 

亀
策
列
傳
第
六
十
八 

卷
一
百
二
十
九 

貨
殖
列
傳
第
六
十
九 

卷
一
百
三
十  

太
史
公
自
序
第
七
十 

 

◎
『
史
記
』
の
特
徴 

  

紀
伝
体

き
で
ん
た
い 

先
行
す
る
『
春

秋

し
ゅ
ん
じ
ゅ
う

』
に
お
け
る
「
編
年
体

へ
ん
ね
ん
た
い

」
（
年
月
の
順
に
記
述
す
る
方
法
）
と
は
異
な
り
、
『
史
記
』
は
本
紀
・
列
伝

と
い
う
「
紀
伝
体
」
と
い
う
叙
述
形
式
を
と
っ
た
。
こ
の
形
式
は
中
国
正
史
の
模
範
と
な
っ
た
。
天
下
を
主
宰
し
た
一
族
や

個
人
の
伝
記
を
本
紀
と
し
、そ
の
時
代
の
内
で
名
を
遺
し
た
個
人
の
伝
記
を
列
伝
と
し
て
配
す
こ
と
で
、事
跡
や
事
件
で

は
な
く
、
「
人
」
を
主
体
と
し
た
構
成
を
『
史
記
』
は
成
し
遂
げ
た
。
一
方
で
「
編
年
体
」
の
長
所
を
取
り
入
れ
た
「
表
」
や
、

制
度
や
分
野
の
変
遷
・
発
展
を
描
い
た
「
書
」
な
ど
に
よ
っ
て
、歴
史
を
立
体
的
に
把
握
す
る
た
め
に
必
要
な
視
点
が
完
備

さ
れ
る
。 

全
時
代
史
・全
世
界
史 

先
に
示
し
た
目
次
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
列
伝
は
周
辺
諸
国
を
も
含
む
構
成
を
と
る
。
つ
ま
り
、
『
史
記
』
は
当
時
知
り

得
る
諸
地
域
を
網
羅
し
た
、全
世
界
史
と
し
て
描
か
れ
た
。こ
の
外
国
伝
を
含
む
形
は
、
後
の
正
史
に
も
引
き
継
が
れ
た
。

自
国
の
全
時
代
、
そ
し
て
全
世
界
を
視
野
に
入
れ
た
『
史
記
』
は
、
そ
の
構
成
に
お
い
て
も
、
文
章
に
お
い
て
も
、
史
学
・
文

学
上
に
お
い
て
優
れ
た
作
品
で
あ
る
。 
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三
、
游
侠
列
伝 

◎
游
侠
と
は 

「
游
侠
」
の
起
源
は
、
春
秋
末
期
に
ま
で
遡
れ
る
と
さ
れ
る
。
氏
族
制
の
崩
壊
に
よ
っ
て
あ
ぶ
れ
た
多
く
の
浪
人
た
ち
は
、

有
力
者
た
ち
に
寄
食
し
た
。
庇
護
す
る
も
の
は
、彼
ら
を
守
ろ
う
と
し
、
庇
護
を
受
け
る
者
は
命
を
懸
け
て
で
も
、
恩
に
報

い
よ
う
と
し
た
。
こ
こ
に
所
謂
「
游
侠
」
の
風
が
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
氏
族
・
血
縁
の
結
び
つ
き
で
は
な
く
、
い
わ
ば

「
精
神
的
な
紐
帯
」
に
よ
っ
て
他
者
と
結
び
つ
く
の
が
「
遊
侠
」
で
あ
る
。彼
ら
は
、
一
度
承
諾
し
た
約
束
事
に
つ
い
て
は
、命

を
懸
け
て
で
も
貫
徹
す
る
誠
実
さ
と
果
敢
な
行
動
力
を
持
つ
。
司
馬
遷
は
こ
の
点
を
評
価
し
て
列
伝
を
立
て
た
と
も
解

釈
で
き
る
。
彼
ら
「
遊
侠
」
は
、
多
く
公
的
秩
序
に
反
す
る
暴
力
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
は
時
に
政
治
的
暴
力
と
対
立
す
る
場

合
も
あ
っ
た
。
政
治
的
暴
力
と
人
間
と
を
並
べ
た
と
き
に
、
常
に
人
間
の
側
に
立
ち
、
人
を
描
こ
う
と
し
た
司
馬
遷
に
と
っ

て
は
、「
游
侠
」
に
つ
い
て
も
列
伝
を
立
て
る
価
値
が
あ
る
と
判
断
し
た
の
だ
ろ
う
。 

司
馬
遷
『
史
記
』
に
続
い
た
、
班
固
『
漢
書
』
に
も
「
遊
侠
列
伝
」
は
踏
襲
さ
れ
た
が
、
『
史
記
』
の
描
き
方
と
は
異
な
る
。

例
え
ば
、
『
史
記
』
游
侠
列
伝
の
中
心
で
あ
る
郭 か

く

解 か
い

に
つ
い
て
班
固
は
、
「
誅
罰
し
て
な
お
余
り
あ
り
」
と
断
ず
る
。
人
を
描

こ
う
と
し
た
司
馬
遷
と
王
朝
に
奉
仕
す
る
御
用
史
官
の
班
固
と
の
相
違
が
明
確
に
看
取
さ
れ
る
。
以
下
に
『
史
記
』
列
伝

の
特
徴
を
確
認
す
る
た
め
、
「
游
侠
列
伝
」
を
引
用
す
る
。 

◎
游
侠
列
伝
読
解 

➊
韓
子

か

ん

し

曰
く
、「
儒 じ

ゅ

は
文
を
以
て
法
を
乱
し
、而
し
て
侠

き
ょ
う

は
武
を
以
て
禁
を
犯
す
。」
と
。二
者
、皆
譏 そ

し

ら
る
。而
る
に
学

士
は
多
く
世
に
称
せ
ら
る
る
と
云
ふ
。術
を
以
て
宰
相
・卿 け

い

・大
夫
を
取
り
、其
の
世
主
を
輔
翼

ほ

よ

く

し
て
、功
・名 

俱 と
も

に
春

秋
に
著

あ
ら
わ

る
る
が
如 ご

と

き
に
至
り
て
は
、固 も

と

よ
り
言
ふ
べ
き
者
無
し
。 

韓
非
子
は
言
っ
た
。
「
儒
者
は
文
辞
を
弄
し
て
法
律
を
乱
し
、
侠
客
は
武
力
に
よ
っ
て
禁
令
を
犯
す
。
」
と
。
両
者
は

と
も
に
非
難
さ
れ
て
い
る
が
、
儒
者
の
方
は
大
抵
世
間
で
称
賛
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。学
術
に
よ
っ
て
宰
相
・
大
臣
・

家
老
の
地
位
を
も
の
に
し
て
、
時
の
君
主
を
補
佐
し
て
、
功
業
・
名
声
と
も
に
歴
史
に
書
き
遺
さ
れ
る
な
ど
と
い
う

の
は
、も
ち
ろ
ん
文
句
の
つ
け
よ
う
は
な
い
。 

 

❷
季 き

次 じ

・
原
憲

げ
ん
け
ん

の
若 ご

と

き
に
及
ん
で
は
、
閭 り

ょ

巷 こ
う

の
人
な
り
。読
書
し
て
独
行
君
子
の
徳
を
懐 い

だ

き
、義 

苟
い
や
し
く

も
当
世
に
合
は

ず
、
当
世
も
亦 ま

た
こ
れ
を
笑
ふ
。
故
に
季
次
・原
憲
、
身
を
終
ふ
る
ま
で
空
室
蓬 ほ

う

戸 こ

、褐 か
つ

衣 い

疏
食

そ
し
ょ
く

し
て
厭 あ

か
ず
、
死
し
て

已 す
で

に
四
百
余
年
、而 し

か

も
弟
子

て

い
し

は
こ
れ
を
志 し

る

し
て
倦 う

ま
ず
。 

季
次
・
原
憲
な
ど
に
な
る
と
、
民
間
の
人
で
あ
る
。
書
物
を
読
み
、
ひ
と
り
我
が
道
を
行
く
立
派
な
人
物
と
し
て
の

徳
を
備
え
、
信
条
と
し
て
世
間
と
い
い
加
減
に
妥
協
せ
ず
、
世
間
か
ら
も
笑
い
者
に
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
季
次
や

原
憲
は
、
死
ぬ
ま
で
ガ
ラ
ン
と
し
た
何
も
な
い
あ
ば
ら
家
に
住
み
、
粗
末
な
衣
類
や
食
事
に
さ
え
事
欠
き
、
死
ん
で

か
ら
も
う
四
百
年
あ
ま
り
に
な
る
の
に
、弟
子
た
ち
は
彼
ら
の
こ
と
を
飽
く
こ
と
な
く
書
き
伝
え
て
き
た
。 
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❸
今 
游
侠
は
其
の
行
ひ
正
義
に
軌 き

せ
ず
と
雖

い
え
ど

も
、然
れ
ど
も
其
の
言
は
必
ず
信
あ
り
、其
の
行
ひ
は
必
ず
果
た
し
、已

に
諾 だ

く

す
れ
ば
必
ず
誠

ま
こ
と

あ
り
、其
の
軀 み

を
愛 お

し
ま
ず
、士
の
阨
困

や
く
こ
ん

に
赴
き
、既
に
已
に
存
亡
死
生
し
、而 し

か

も
其
の
能
を
矜 ほ

こ

ら
ず
、其
の
徳
を
伐 ほ

こ

る
を
羞 は

づ
。蓋 け

だ

し
亦 ま

た
多
と
す
る
に
足
る
者
あ
り
。 

さ
て
游
侠
は
、そ
の
行
動
が
正
義
の
道
に
合
わ
な
い
け
れ
ど
も
、
自
身
の
発
言
は
必
ず
守
り
、
自
身
の
行
動
は
必
ず

遂
行
し
、
承
諾
す
れ
ば
必
ず
誠
実
を
込
め
て
、
我
が
身
を
惜
し
ま
ず
、
他
人
の
災
難
に
駆
け
つ
け
、
身
を
生
死
の
境

に
置
き
な
が
ら
、
自
身
の
能
力
を
ほ
こ
ら
ず
、
自
身
の
恩
徳
を
鼻
に
か
け
る
の
を
恥
じ
る
。
思
う
に
彼
ら
游
侠
に
も

ま
た
十
分
賞
賛
す
べ
き
点
が
あ
る
。 

 

❹
…
誠 も

し
郷

曲

き
ょ
う
き
ょ
く

の
侠
を
し
て
、季
次
・原
憲
と
権
を
比
べ
力
を
量
り
、功
を
当
世
に
效 い

た

さ
し
め
ん
か
、日
を
同
じ
う
し

て
論
ぜ
ず
。要
す
る
に
、功 

見 あ
ら

は
れ
、言 

信
あ
る
を
以
て
す
れ
ば
、侠
客
の
義
、又
曷 な

ん

ぞ
少 か

く
べ
け
ん
や
。 

…
も
し
も
巷
間
の
侠
客
が
、
季
次
・
原
憲
と
そ
の
勢
力
や
能
力
を
比
べ
合
っ
て
、
そ
の
時
代
に
ど
ん
な
貢
献
を
果
た

し
た
か
に
よ
っ
て
価
値
を
決
め
る
な
ら
ば
と
て
も
同
列
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
（
游
侠
の
方
が
は
る
か
に
勝

る
。
）
要
す
る
に
、
功
績
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
言
動
が
一
致
し
て
い
る
点
で
、
侠
客
の
信
義
は
、
ど
う
し
て
欠
い
て

よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
。（
存
在
価
値
が
あ
る
だ
ろ
う
。
） 

 

❺
…
閭 り

ょ

巷 こ
う

の
侠
の
如 ご

と

き
に
至
り
て
は
、行
ひ
を
修
め
名
を
砥 み

が

き
、
声 せ

い 

天
下
に
施 し

き
、
賢
と
称
せ
ら
れ
ざ
る
な
し
。是
れ

難 か
た

し
と
為
す
の
み
。然
れ
ど
も
儒
・墨
は
、皆
排
擯

は
い
ひ
ん

し
て
載
せ
ず
。秦
よ
り
以
前
は
、匹
夫

ひ

っ
ぷ

の
侠
、湮
滅

い
ん
め
つ

し
て
見

あ
ら
わ

れ
ず
。余
、

甚
だ
之 こ

れ
を
恨 う

ら

む
。 

…
市
井
の
侠
客
な
ど
に
な
る
と
、
修
行
し
て
名
を
揚
げ
、
評
判
は
天
下
に
と
ど
ろ
き
、
誰
も
が
賢
明
さ
を
称
え
る
、

こ
れ
こ
そ
は
難
し
い
こ
と
だ
。
と
こ
ろ
が
、
儒
家
や
墨
家
の
学
者
た
ち
は
、
皆
彼
ら
侠
客
を
排
斥
し
て
書
物
に
の
せ

な
い
。秦
よ
り
以
前
は
、庶
民
の
侠
客
た
ち
は
埋
没
し
て
い
る
。私
は
こ
の
こ
と
が
大
変
無
念
な
の
で
あ
る
。 

 

以
上
、総
論
部
分
か
ら
要
点
を
抽
出
し
て
、司
馬
遷
の
游
侠
論
を
追
っ
て
き
た
。こ
れ
に
朱
家

し

ゅ
か

・
田
仲

で
ん
ち
ゅ
う

・王 お
う

公 こ
う

・
劇 げ

き

孟 も
う

・郭 か
く

解 か
い

の
伝
記
が
続
く
。
こ
の
う
ち
、
最
も
文
量
も
多
く
、
本
列
伝
の
ま
と
め
に
も
関
わ
る
郭
解
の
伝
記
に
つ
い
て
、
要
点
を
確
認

し
て
い
く
。な
お
、郭
解
は
司
馬
遷
と
同
時
代
の
人
で
あ
る
。 
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❻
郭
解
は
軹 し

の
人
な
り
。
字

あ
ざ
な

は
翁 お

う

伯 は
く

。…
解
の
父
、任
侠
を
以
て
、孝
文
の
時
に
誅
せ
ら
れ
て
死
す
。解
、人
と
な
り
短

小
精
悍

せ
い
か
ん

に
し
て
、酒
を
飲
ま
ず
。 

郭
解
は
軹
の
人
で
あ
る
。字
は
翁
伯
。
…
解
の
父
は
任
侠
の
ゆ
え
に
、文
帝
（
在
位 

前
一
八
〇
～
前
一
五
七
）
の
と

き
に
刑
死
し
た
。解
は
生
ま
れ
つ
き
小
柄
で
精
悍
な
男
で
、酒
を
飲
ま
な
い
。 

 

❼
…
解
の
姉
の
子
、解
の
執

い
き
お
い

を
負 た

の

み
、人
と
飲
み
て
、之
れ
に
嚼 ほ

さ
し
め
、其
の
任
に
非
ざ
る
に
、強
い
て
必
ず
之
れ
に

灌 そ
そ

ぐ
。人
怒
り
、刀
を
抜
き
て
解
の
姉
の
子
を
刺
殺
し
、亡 の

が

れ
去
る
。…
解
、人
を
し
て
賊
の
処
を
微 ひ

そ

か
に
知
ら
し
む
。賊
、

窘
き
わ
ま

り
て
自

み
ず
か

ら
帰
し
、
具

つ
ぶ
さ

さ
に
実 じ

つ

を
以
て
解
に
告
ぐ
。解
曰
く
、「
公
の
之
れ
を
殺
せ
し
は
、固 も

と

よ
り
当 む

べ

な
り
。吾
が
児
、

直 な
お

か
ら
ず
。」
と
。…
諸
公 

之
れ
を
聞
き
、皆
解
の
義
を
多 た

と
し
、益
ま
す
附
く
。 

…
解
の
姉
の
子
が
、
解
の
権
勢
を
か
さ
に
き
て
、
人
と
酒
を
飲
ん
だ
と
き
に
杯
を
ほ
さ
せ
、
相
手
が
ゆ
け
ぬ
口
な
の

に
、
あ
く
ま
で
無
理
に
流
し
込
ま
せ
た
。
相
手
が
怒
り
、
刀
を
抜
い
て
解
の
姉
の
子
を
刺
し
殺
し
て
、
逃
げ
去
っ
た
。

…
解
は
人
に
命
じ
て
犯
人
の
所
在
を
そ
っ
と
つ
き
と
め
さ
せ
た
。
追
い
詰
め
ら
れ
た
犯
人
が
自
分
か
ら
名
乗
り
出

て
き
て
、
解
に
実
情
を
詳
し
く
打
ち
明
け
た
。
解
は
言
っ
た
。
「
お
前
さ
ん
が
あ
れ
を
殺
し
た
の
は
、
こ
り
ゃ
も
っ
と

も
だ
。
う
ち
の
子
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。
」
と
。
…
こ
れ
を
聞
い
た
お
偉
方
は
、
み
な
解
の
義
侠
心
を
称
え
、
ま
す
ま

す
慕
い
寄
っ
た
。 

 

他
所
の
土
地
で
揉
め
た
者
同
士
の
仲
裁
に
、
そ
の
土
地
の
顔
役
が
何
十
人
も
間
に
入
っ
た
が
、
相
手
は
て
ん
で
言
う
こ
と

を
聞
か
な
い
。
そ
こ
で
そ
の
男
が
仲
裁
を
求
め
に
郭
解
に
会
い
に
来
た
。
解
が
夜
分
に
仇
の
男
に
会
う
と
、
仇
の
男
は
解
の

言
う
こ
と
な
ら
聞
く
と
言
っ
た
。
解
は
次
の
よ
う
に
言
い
残
し
て
、夜
の
う
ち
に
引
き
上
げ
た
。 

❽
…
解
、奈
何

い
か

ん

ぞ
乃
ち
他
県
よ
り
人
の
邑
中

ゆ
う
ち
ゅ
う

の
賢
大
夫
の
権
を
奪
は
ん
や
。 

…
よ
そ
様
の
お
偉
方
た
ち
の
お
株
を
奪
う
よ
う
な
こ
と
は
、こ
の
解
に
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
な
。 

 

郭
解
は
各
地
の
有
力
者
か
ら
敬
意
を
払
わ
れ
、
市
井
に
勢
力
を
築
い
た
。
し
か
し
当
局
か
ら
は
や
っ
か
ま
れ
た
。
そ
の
結
果
、

武
帝
の
地
方
豪
族
移
住
策
に
お
け
る
対
象
者
と
さ
れ
た
。本
来
郭
解
の
財
産
は
少
な
い
た
め
、移
住
者
の
規
定
に
当
た
ら

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
茂 も

陵
り
ょ
う

の
地
へ
と
移
住
さ
せ
ら
れ
た
。
郭
解
を
移
住
者
の
名
簿
に
入
れ
た
役
人
を
解
の
兄
が
殺
し
、

そ
の
役
人
の
父
親
を
解
を
慕
う
何
者
か
が
殺
し
た
。
解
は
逃
亡
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
殺
人
事
件
の
黒
幕
と
し
て
捉
え
ら
れ

た
。し
か
し
、
解
の
犯
し
た
殺
人
は
、す
べ
て
恩
赦
以
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 
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❾
…
軹 し

に
儒 じ

ゅ

生 せ
い

あ
り
、使
者
の
坐
に
侍
す
。客
、郭
解
を
誉 ほ

む
。生
曰
く
、「
郭
解
、専
ら
姦
を
以
て
公
法
を
犯
す
。何
ぞ

賢
と
謂
は
ん
や
。」
と
。解
の
客
聞
き
、此
の
生
を
殺
し
、其
の
舌
を
断
つ
。吏
、
此
れ
を
以
て
解
を
責
む
。解
、実
は
殺
し

し
者
を
知
ら
ず
。殺
し
し
者
も
亦
た
竟 つ

い

に
絶
ち
、誰
た
る
か
を
知
る
な
し
。吏
、解
の
罪
な
き
を
奏
す
。
御
史

ぎ

ょ
し

大
夫

た

い
ふ

公
孫

こ
う
そ
ん

弘 こ
う

、議
し
て
曰
く
、「
解
、布
衣

ほ

い

に
し
て
任
侠
を
為 な

し
権
を
行
ひ
、
睚 が

い

眦 さ
い

を
以
て
人
を
殺
す
。解
、知
ら
ず
と
雖
も
、此
の

罪
、解
の
之
れ
を
殺
す
よ
り
甚
だ
し
。
大
逆

た
い
ぎ
ゃ
く

無
道

む

ど

う

に
当
た
る
。」
と
。遂
に
郭
解
翁
伯
を
族 ぞ

く

す
。 

…
郭
解
の
出
身
地
で
あ
る
軹
に
儒
者
が
い
て
、
取
り
調
べ
に
派
遣
さ
れ
た
使
者
の
座
に
ひ
か
え
て
い
た
。
あ
る
よ
そ

者
が
郭
解
を
ほ
め
た
。
儒
者
が
言
っ
た
。
「
郭
解
は
悪
事
ば
か
り
や
っ
て
、
お
か
み
の
法
を
犯
す
。
そ
れ
が
ど
う
し
て

立
派
な
男
な
の
か
。」
と
。こ
れ
を
聞
い
た
郭
解
の
食
客
が
、こ
の
儒
者
を
殺
し
て
、
彼
の
舌
を
断
ち
切
っ
た
。役
人
は

こ
の
件
で
郭
解
を
責
め
た
。
解
は
実
は
儒
者
を
殺
し
た
男
を
知
ら
な
い
。
殺
し
た
男
も
結
局
行
方
を
く
ら
ま
し
、

誰
で
あ
る
か
知
る
者
も
な
い
。
役
人
は
解
の
無
罪
を
上
奏
し
た
。
御
史
大
夫
の
公
孫
弘
は
判
決
に
つ
い
て
意
見
を

述
べ
た
。
「
解
は
庶
民
で
あ
り
な
が
ら
、
任
侠
に
よ
っ
て
権
勢
を
ふ
る
い
、
さ
さ
い
な
怨
み
か
ら
人
を
殺
し
た
。
解
が

知
ら
な
く
て
も
、
こ
の
度
の
犯
罪
は
、
解
自
身
が
殺
し
た
よ
り
も
ひ
ど
い
も
の
だ
。
大
逆
無
道
の
大
罪
に
相
当
す

る
。」
と
。か
く
て
郭
解
翁
伯
の
一
族
を
皆
殺
し
に
し
た
。 

 

司
馬
遷
は
郭
解
以
後
の
状
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

➓
是
れ
よ
り
後
、侠
を
為
す
者
極
め
て
衆 お

お

き
も
、敖 お

ご

り
て
数
う
る
に
足
る
者
無
し
。 

こ
れ
以
後
、任
侠
の
行
為
を
な
す
者
は
馬
鹿
に
多
い
が
、傲
慢
で
、取
り
立
て
て
言
う
ほ
ど
の
人
物
は
い
な
い
。 

 

以
下
が
游
侠
列
伝
の
総
括
に
当
た
る
部
分
で
あ
る
。 

⓫
太
史
公
曰
く
、
吾
、郭
解
を
視
る
に
、
状
貌

じ
ょ
う
ぼ
う

は
中
人
に
及
ば
ず
、
言
語
は
採
る
に
足
ら
ざ
る
者
な
り
。然
れ
ど
も
天

下
、賢
と
不
肖

ふ
し
ょ
う

と
、知
る
と
知
ら
ざ
る
と
な
く
、皆
其
の
声
を
慕
ひ
、侠
を
言
ふ
者
、皆
引
き
て
以
て
名
と
為
す
。
諺

こ
と
わ
ざ

に

曰
く
、「
人
、栄
名
を
貌
と
せ
ば
、豈
に
既 つ

く
る
あ
ら
ん
や
。」
と
。於
戯

あ

あ

、惜
し
い
か
な
。 

太
史
公
の
こ
と
ば
ー 

私
は
郭
解
を
見
た
こ
と
が
あ
る
が
、
風
貌
は
並
み
の
人
間
に
も
及
ば
な
い
し
、
話
す
こ
と
ば

も
取
る
に
足
り
な
い
も
の
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
世
間
で
は
、
賢
者
も
愚
者
も
、
ま
た
知
る
者
知
ら
ぬ
者
も
、
み
な
彼

の
名
声
を
慕
い
、
侠
客
を
語
る
者
は
、み
な
彼
を
あ
げ
て
代
表
と
す
る
。諺
に
い
う
、
「
人
は
名
声
を
顔
と
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、決
し
て
滅
び
る
こ
と
は
な
い
。」
と
。あ
あ
、惜
し
い
こ
と
よ
！ 
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四
、
ま
と
め
に
か
え
て 

「
太
史
公
自
序
」
に
は
、
本
資
料
３
ペ
ー
ジ
の
引
用
箇
所
に
続
い
て
、
各
巻
を
執
筆
し
た
理
由
が
簡
潔
に
示
さ
れ
る
。
「
游
侠

列
伝
」
へ
の
司
馬
遷
の
言
説
を
確
認
し
て
、ま
と
め
に
か
え
た
い
。 

人
を
戹 や

く

よ
り
救
ひ
、人
の
贍 た

ら
ざ
る
を
振 す

く

ふ
、仁
な
る
者
有
ら
ん
か
。信
を

既
う
し
な

は
ず
、言
に
倍 そ

む

か
ず
、 

義
者

ぎ
し
ゃ

も
取
る
有
り
。游
侠
列
伝
第
六
十
四
を
作
る
。 

他
人
を
困
苦
か
ら
救
い
、
他
人
の
貧
窮
を
救
う
と
い
う
游
侠
の
行
為
は
、
仁
の
心
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
信
義

を
失
わ
ず
、
約
束
を
必
ず
実
行
す
る
と
い
う
態
度
は
、
義
人
も
称
賛
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
「
游
侠
の
列

伝
」
第
六
十
四
を
作
っ
た
。 

◎
既
存
の
価
値
観
へ
の
疑
義    

例 

天
道
是
邪
非
邪  

天
道
是
か
非
か 

「
伯
夷
列
伝
第
一
」 

◎
事
実
の
記
録
で
は
な
く
「
人
」
を
描
く  

歴
史
的
価
値
の
み
な
ら
ず
文
学
的
価
値
が
現
れ
る 

  

『
史
記
』
が
出
典
の
言
葉
（
ご
く
一
部
） 

臥
薪
嘗
胆
「
越
王
句
踐
世
家
第
十
一
」  

完
璧
「
廉
頗
藺
相
如
列
伝
第
二
十
一
」 

狼
藉
「
滑
稽
列
傳
第
六
十
六
」 

満
を
持
す
「
絳
侯
周
勃
世
家
第
二
十
七
」 

逆
鱗
「
老
子
韓
非
列
傳
第
三
」 

背
水
の
陣
「
淮
陰
侯
列
傳
第
三
十
二
」 

四
面
楚
歌
「
項
羽
本
紀
第
七
」 

酒
池
肉
林
「
殷
本
紀
第
三
」 

蛇
足
「
楚
世
家
第
十
」 

禍
い
を
転
じ
て
福
と
な
す
「
蘇
秦
列
傳
第
九
」 

 

読
書
案
内 

『
司
馬
遷
』
（
武
田
泰
淳
・中
公
文
庫
・二
〇
二
二
年
九
月
） 

『
孔
子
全
書 

第
十
一
巻 

史
記
⑴
』
（
吹
野
安
・石
本
道
明
／
明
徳
出
版
社
／
二
〇
〇
七
年
六
月
） 

『
新
訂
中
国
古
典
選 

第
十
一
巻 

史
記 

楚
漢
篇
』
（
田
中
謙
二
・一
海
知
義
／
朝
日
新
聞
社
／
一
九
六
七
年
） 

『
史
記
の
再
発
見
』
（
藤
田
勝
久
／
汲
古
書
院
／
二
〇
二
三
年
五
月
） 

『
史
記
列
伝
』
⑴
～
⑸
（
小
川
環
樹
他
／
岩
波
文
庫
／
一
九
七
五
年
十
二
月
） 

『
漢
文
の
読
法 

史
記 

游
侠
列
伝
』
（
齋
藤
希
史
・田
口
一
郎
／K

A
D

O
K

A
W

A

／
二
〇
二
四
年
三
月
） 

『
『
史
記
』
小
事
典
』
（
久
米
旺
生
他
／
徳
間
文
庫
／
二
〇
〇
六
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